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第１章 計画策定にあたって 

１ 計画策定の趣旨 

近年、我が国において急速な少子化が進行する中、核家族化の進行、中でも単独世帯数の増加

に伴う地域のつながりの希薄化、女性の社会進出に伴う共働き家庭の増加、就労環境や就労形態

の多様化等により、こどもや子育てをめぐる環境は大きく変化しています。 

また、女性の社会進出が進む一方で、就労の継続を希望しながらも、育児休業取得の関係等、

仕事と子育ての両立が困難であるとの理由により、出産を機に退職する女性が少なからず存在し

ているなど、出産に伴う女性の就労継続は依然として厳しい状況にあります。 

このような状況の中で、国は、平成 24 年に認定子ども園、幼稚園、保育所を通じた共通の新

たな給付等を盛り込んだ「こども・子育て関連３法」を制定し、こどもの幼児期の教育・保育の

一体的な提供や保育の量的拡充等を推進していくため、市町村ごとに５年を１期とする幼児期の

学校教育・保育、地域の子育て支援についてのニーズを反映したこども・子育て支援事業計画を

策定することとしました。 

さらに、令和５年４月に、すべてのこどもたちが将来にわたって幸福な生活を送ることができ

る社会の実現を目指し、こども施策を総合的に推進することを目的とした「こども基本法」が施

行するとともに、これまで内閣府や厚生労働省といった複数の省庁が担っていたこども・子育て

支援を一元化するために「こども家庭庁」が発足するなど、こども施策を社会全体で総合的かつ

強力に実施していくことが目指されています。 

全てのこども・若者が、自立した個人としてひとしく健やかに成長することができ、将来にわ

たって幸せな状態（ウェルビーイング）で生活を送ることができる「こどもまんなか社会」の実

現に向け、行政を始め地域社会全体で支援していくことが求められます。 

本市では、令和２年度に策定した「みよし市 児童育成計画（以下、「前計画」という）」にお

いて、「こどもたちが笑顔で成長するために、安心して子育てができ、育てる喜びを感じられるま

ち」を基本理念として定め、子育て支援やこどもの成長を支援する取組を進めてまいりました。 

前計画が令和６年度をもって計画期間を満了することに伴い、社会情勢の変化や国の法制度の

変更、みよし市の現状を踏まえ、新たに「みよし市こども計画（以下、「本計画」という）」を策

定し、本市の切れ目のないこども・子育て支援の充実を進めていくとともに、本市における「こ

どもまんなか社会」の実現に向けた取組を進めます。 

  



第１章 計画策定にあたって 

 

2 

２ 計画の法的根拠と位置づけ 

（１）法令の根拠 

本計画は、こども基本法第 10条第２項の規定に基づく「市町村こども計画」と位置付けます。 

 

（２）計画の性格 

本計画は、こども大綱及び愛知県こども計画を勘案した、本市におけるこども施策についての

計画です。 

また、子ども・子育て支援法第 61 条第１項の規定に基づく「市町村子ども・子育て支援事業

計画」、こどもの貧困の解消に向けた対策推進法に基づく「子どもの貧困対策についての計画」、

子ども・若者育成支援推進法第９条第２項に規定する「市町村子ども・若者計画」、次世代育成

支援対策推進法による「市町村行動計画」を含めます。 

さらに、国の「健やか親子 21（第３次）」に基づく「母子保健計画」として位置づけるととも

に、国の「こども未来戦略」における放課後児童対策の一層の強化を図るために制定された「放

課後児童対策パッケージ」基づき、放課後児童クラブ及び放課後こども教室の計画的な整備の方

向性を示します。 

 

（３）関連諸計画との関係 

本計画は、「みよし市総合計画」を最上位の計画、「みよし市地域福祉計画」を上位計画とし、

その他の各種関連計画との整合性を勘案して策定したものです。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

整合 

みよし市こども計画 

等 

等 

みよし市総合計画 

等 

●みよし市障がい者福祉計画 

●みよし市男女共同参画プラン 

国 

児童福祉法 子ども・子育て支援法 

あいち子ども・若者育成計画 2027 

●健康みよし 21 など 

健やか親子 21 

（第３次） 

次世代育成支援対策 

推進法 

子どもの貧困の解消に向けた対策の推進に

関する法律 

愛知県 

●みよし市福祉・医療・介護長期構想計画 

みよし市地域福祉計画 
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３ 計画の期間 

こども基本法においては市町村こども計画の計画期間が定められていませんが、本計画に内包

する子ども・子育て支援事業計画は５年ごとに見直しを行うこととなっているため、本計画の期

間は、2025（令和７）年度から 2029（令和 11）年度までの５年間とします。国や県の施策の動

向、社会経済情勢の変化状況を見極めながら、柔軟に取り組みます。 

なお、国の法制度の改正等があれば、必要に応じて見直しを行うこととします。 

2020年度 

(令和２) 

2021年度 

(令和３) 

2022年度 

(令和４) 

2023年度 

(令和５) 

2024年度 

(令和６) 

2025年度 

(令和７) 

2026年度 

(令和８) 

2027年度 

(令和９) 

2028年度 

(令和10) 

2029年度 

(令和11) 

  

 

        

 

 

４ 計画の対象となるこども・若者 

本計画の対象とするこどもの年齢は、必要な施策ごとに対象者を定めることとします。 

なお、本計画におけるこどもの範囲は、０歳から概ね 30 歳未満とし、「乳児期（０歳から５

歳）」、「学童期（６歳から 12 歳）」、「思春期（13 歳から 18 歳）」、「青年期（19 歳から 29 歳）」

と区分しますが、施策によっては「ポスト青年期（30 歳から 39 歳）」の者も対象とします。 

 

 

５ 計画の策定体制 

（１）計画策定の体制 

本計画の内容検討にあたっては、市民、学識経験者、関係団体の代表者等で構成される「みよ

し市こども未来会議」において審議を行いました。 

 

（２）計画策定の方法 

① 子育て中の保護者の現状・意向の把握 

教育・保育サービスなどの子育て支援サービスの利用状況やニーズを把握し、計画策定のため

の基礎資料とするため、就学前児童の保護者、小学生の保護者を対象として、令和６年度に「み

よし市こども・子育て支援ニーズ調査（以下、「アンケート調査」という）」を行いました。 

※アンケート調査の概要は第２章に掲載しています。 

第１期みよし市こども計画 第２期みよし市子ども・子育て支援事業計画 
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② こども・若者、子育て当事者からの意見聴取・意見募集 

本計画の策定にあたっては、こどもや若者の状況やニーズをより的確に踏まえた実効性のあ

る計画とするため、計画の対象となるこども・若者、子育て当事者等の意見を幅広く聴取して反

映させることが必要です。 

こども政策決定過程において、各種ニーズ調査を初め、こども会議、こどもインタビュー、市

のホームページや公式ＳＮＳを用いた意見募集など、意見聴取の取組や意見募集を行い、本計画

に反映させるよう努めました。 

 

③ パブリックコメントの実施 

計画は広く市民の意見が反映されたものにしていくことが重要です。そのため、パブリックコ

メントの実施を通じて、広く市民の意見を集め、計画への反映に努めました。 

※パブリックコメントの実施結果については、資料編に掲載しています。 
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６ こどもまんなか社会の実現 

（１）こどもまんなか社会の実現 

本計画は、「こども大綱」を勘案し、本市における施策や地域資源、こどもや子育て当事者等の

意見を反映し作成するものです。地域が抱える課題やこども施策を取り巻く状況はさまざまであ

るため、本市の状況に応じた目的設定をすることが必要です。 

こども大綱では「こどもまんなか社会」の実現を目指しており、本市においても、こども大綱

を勘案した計画を策定し、全てのこども・若者が身体的・精神的・社会的に将来にわたって幸せ

な状態（ウェルビーイング）で生活を送ることができる社会の実現を目指しています。 

こどもまんなか社会とは、具体的には以下のことを指します。 

  
全てのこどもや若者が、保護者や社会に支えられ、生活に必要な知恵を身に付けながら 

❖ 心身ともに健やかに成長することができます。 

❖ 個性や多様性が尊重され、尊厳が重んぜられ、ありのままの自分を受け容れて大切に感じる

（自己肯定感を持つ）ことができ、自分らしく、一人一人が思う幸福な生活ができます。 

❖ 様々な遊びや学び、体験等を通じ、生き抜く力を得ることができます。 

❖ 夢や希望を叶えるために、希望と意欲に応じて、のびのびとチャレンジでき、将来を切り開く

ことができます。 

❖ 固定観念や価値観を押し付けられず、自由で多様な選択ができ、自分の可能性を広げることが

できます。 

❖ 自らの意見を持つための様々な支援を受けることができ、その意見を表明し、社会に参画でき

ます。 

❖ 不安や悩みを抱えたり、困ったりしても、周囲のおとなや社会にサポートされ、問題を解消し

たり、乗り越えたりすることができます。 

❖ 虐待、いじめ、体罰・不適切な指導、暴力、経済的搾取、性犯罪・性暴力、災害・事故などか

ら守られ、困難な状況に陥った場合には助けられ、差別されたり、孤立したり、貧困に陥った

りすることなく、安全に安心して暮らすことができます。 

❖ 働くこと、また、誰かと家族になること、親になることに、夢や希望を持つことができます。 

そして、20代、30代を中心とする若い世代が、 

❖ 自分らしく社会生活を送ることができ、経済的基盤が確保され、将来に見通しを持つこ

とができます。 

❖ 希望するキャリアを諦めることなく、仕事と生活を調和させながら、希望と意欲に応じ

て社会で活躍することができます。 

❖ それぞれの希望に応じ、家族を持ち、こどもを産み育てることや、不安なく、こどもと

の生活を始めることができます。 

❖ 社会全体から支えられ、自己肯定感を持ちながら幸せな状態で、こどもと向き合うこと

ができ、子育てに伴う喜びを実感することができます。そうした環境の下で、こどもが

幸せな状態で育つことができます。 

❖  
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７ こども大綱に沿った計画策定 

（１）こども施策に関する基本的な方針 

こども大綱では、日本国憲法、こども基本法及びこどもの権利条約の精神にのっとり、以下の

６本の柱をこども施策の基本的な方針としています。本計画においても、以下の 6つをこども施

策に関する基本的な方針として位置付けます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（２）ライフステージを通じた重要事項 

施策を進めるに当たっては、それぞれのライフステージに特有の課題があり、それらが、こど

もや若者、子育て当事者にとって、どのような意味を持ち、どのような点に留意すべきかを踏ま

えるとともに、特定のライフステージのみでなくライフステージ全体を通して対処すべき課題

があるとの認識の下で取り組んでいくことが重要です。本計画においても、次の重要事項に取り

組みます。 

 

  ❖ こども・若者が権利の主体であることの社会全体での

共有等 

❖ 多様な遊びや体験、活躍できる機会づくり 

❖ こどもや若者への切れ目のない保健・医療の提供 

❖ こどもの貧困対策 

❖ 障害児支援・医療的ケア児等への支援 

❖ 児童虐待防止対策と社会的養護の推進及びヤングケ

アラーへの支援 

❖ こども・若者の自殺対策、犯罪などからこども・若者

を守る取組 

① こども・若者を権利の主体として認識し、その多様な人格・個性を尊重し、権利を保障し、

こども・若者の今とこれからの最善の利益を図る 

② こどもや若者、子育て当事者の視点を尊重し、その意見を聴き、対話しながら、ともに進

めていく 

③ こどもや若者、子育て当事者のライフステージに応じて切れ目なく対応し、十分に支援する 

④ 良好な成育環境を確保し、貧困と格差の解消を図り、全てのこども・若者が幸せな状態で

成長できるようにする 

⑤ 若い世代の生活の基盤の安定を図るとともに、多様な価値観・考え方を大前提として若い

世代の視点に立って結婚、子育てに関する希望の形成と実現を阻む隘路（あいろ）の打破

に取り組む 

⑥ 施策の総合性を確保するとともに、関係省庁、地方公共団体、民間団体等との連携を重視

する 
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（３）ライフステージ別の重要事項 

こどもの誕生前から幼児期まで 

・妊娠前から妊娠期、出産、幼児期までの切れ目ない保健・医療の確保 

・こどもの誕生前から幼児期までのこどもの成長の保障と遊びの充実 

学童期・思春期 

・こどもが安心して過ごし学ぶことのできる質の高い公教育の再生等 

・居場所づくり 

・小児医療体制、心身の健康等についての情報提供やこころのケアの充実 

・成年年齢を迎える前に必要となる知識に関する情報提供や教育 

・いじめ防止 

・不登校のこどもへの支援 

・校則の見直し 

・体罰や不適切な指導の防止 

・高校中退の予防、高校中退後の支援 

青年期 

・高等教育の修学支援、高等教育の充実 

・就労支援、雇用と経済的基盤の安定のための取組 

・結婚を希望する方への支援、結婚に伴う新生活への支援 

・悩みや不安を抱える若者やその家族に対する相談体制の充実 
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８ ＳＤＧｓとの関連 

ＳＤＧｓ（Sustainable Development Goals）は、平成 27（2015）年９月の国連サミットで、

国連加盟国 193 か国すべての国の合意により採択されたもので、2030 年までに持続可能でより

良い世界を目指すため、貧困撲滅、自然環境、経済成長、不平等の解消などの 17 の目標（ゴー

ル）と、169の具体的な活動（ターゲット）により構成されています。 

ＳＤＧｓは、先進国・途上国共通の目標であり、「誰一人取り残さない」という理念の下、すべ

ての国において、行政、企業、教育機関などのあらゆるステークホルダー（関係者）が役割を重

視し、経済、社会、環境をめぐる課題に統合的に取り組むこととして合意された普遍的なもので

あり、国としても積極的に取り組んでいます。 

本市においても、関連する以下の 10 の開発目標について、本計画の各施策を推進していきま

す。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

貧困をなくそう 

すべての人に健康と福祉を 質の高い教育をみんなに 

ジェンダー平等を実現しよう 働きがいも経済成長も 

産業と技術革新の基盤をつくろう 人や国の不平等をなくそう 

住み続けられるまちづくりを 平和と公正をすべての人に 

パートナーシップで目標を達成しよう 

飢餓をゼロに 
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第２章 みよし市のこども・若者を取り巻く現状と課題 

１ 統計からみたみよし市の現状 

（１）人口や世帯の状況 

① 人口ピラミッド 

本市の総人口は、2024（令和６）年４月１日時点で 61,380 人となっています。男女別年齢５

歳階級別人口をみると、男女ともに「団塊ジュニア世代」を含む 50歳から 54歳人口が最も多く

なっています。 

【図表 1 人口ピラミッド】 

  

資料：住民記録（各年４月１日）  
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② 人口の推移・推計 

本市の総人口は、2024（令和６）年まで増加傾向となっており、それ以降は増減を繰り返し、

2029（令和 11）年には 61,538 人になると予想されています。また、年齢３区分別の年少人口を

みると、2024（令和６）年まで減少が続き、それ以降も同様の傾向が続くと予想されています。

また、生産年齢人口は、2024（令和６）年まで増加傾向となっていましたが、それ以降、減少が

続く予想になっています。老年人口は 2024（令和６）年まで増加が続き、それ以降も同様の傾向

が続くと予想されています。 

【図表 2 年齢３区分別人口の推移・推計】 

 

【図表 3 年齢３区分別人口割合の推移・推計】 

 
資料：令和２～６年度：住民記録（各年４月１日） 
令和７年度以降：コーホート変化率法による推計  
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③ こども・若者人口の推移・推計 

本市のこども・若者の人口は、2024（令和６）年まで減少が続いており、さらに、2025（令和

７）年以降も減少が続く見込みであり、2029（令和 11）年には 26,256 人になると予測されてい

ます。 

【図表 4 児童数の推移・推計】 

 
資料：令和２～６年度：住民記録（各年４月１日） 
令和７年度以降：コーホート変化率法による推計  

 

④ 世帯の状況 

本市の世帯総数は、2015（平成 27）年まで増加が続いていましたが、2020（令和２）年に大き

く減少し 15,246 世帯、核家族世帯数やひとり親とこどもから成る世帯数も同様の傾向となって

います。また、2005（平成 17）年以降、核家族の割合は減少傾向、ひとり親とこどもから成る世

帯の割合は増加し続けています。 

【図表 5 世帯の状況】 
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3,527 3,375 3,316 3,244 3,080 3,074 3,093 3,097 3,062 3,061

3,771 3,748 3,712 3,678 3,689 3,667 3,584 3,458 3,376 3,287

2,010 2,050 2,029 1,955 1,901 1,839 1,832 1,867 1,920 1,904

19,133 19,001 18,829 18,788 18,639 18,523 18,393 18,292 18,143 18,004

28,441 28,174 27,886 27,665 27,309 27,103 26,902 26,714 26,501 26,256

0

5,000

10,000

15,000

20,000

25,000

30,000

2020

(令和２)年

2021

(令和３)年

2022

(令和４)年

2023

(令和５)年

2024

(令和６)年

2025

(令和７)年

2026

(令和８)年

2027

(令和９)年

2028

(令和10)年

2029

(令和11)年

未就学児

(０～５歳)

小学生

(６～11歳)

中学生

(12～14歳)

15～39歳

(人) 実績 ← → 推計

18,985 21,021

22,517

15,246

12,297
13,342

14,394

9,372

1,099 1,314 1,561
1,153

64.8 63.5 63.9
61.5

5.8 6.3 6.9 7.6

0.0

10.0

20.0

30.0

40.0

50.0

60.0

70.0

0

10,000

20,000

2005

(平成17)年

2010

(平成22)年

2015

(平成27)年

2020

(令和２)年

世帯総数 核家族世帯 ひとり親と子ども

から成る世帯

核家族の割合 ひとり親と子どもから

成る世帯の割合

(世帯) (％)



 

 

13 

み
よ
し
市
の
こ
ど
も
・
若
者
を
取
り
巻
く
現
状
と
課
題 

第
２
章 

⑤ 出生率の推移 

本市の出生率は、2018（平成 30）年以降、低下が続き、2022（令和４）年には 7.7となってい

ます。全国や愛知県と比較すると、高い水準が続いています。 

【図表 6 出生率の推移】 

  

 ＊出生率とは、人口千人に対する出生数の割合をいう。 

資料：人口動態調査、愛知衛生年報 

 

⑥ 合計特殊出生率 

本市の合計特殊出生率は、全国や愛知県と比較すると、高い水準で推移していますが、2018-

2022（平成 30～令和４）年で 1.58 となっており、人口置換水準 2.07 を大きく下回っています。 

【図表 7 合計特殊出生率】 

 

 ＊合計特殊出生率とは、15～49歳までの女性の年齢別出生率を合計したものをいう。 
 ＊人口置換水準とは、人口が長期的に増えも減りもせずに一定となる出生の水準のことをいう。 

資料：人口動態保健所・市区町村別統計  

8.6 8.5

7.7
8.0

7.78.4

7.8
7.6

7.4
7.1

7.4

7.0
6.8

6.6
6.3

5.0

6.0

7.0

8.0

9.0

10.0

2018

(平成30)年

2019

(平成31)年

2020

(令和２)年

2021

(令和３)年

2022

(令和４)年

みよし市 愛知県 全国

1.71 1.71 1.74
1.81 1.80

1.58

1.48
1.42 1.39

1.51
1.55

1.44

1.42
1.36

1.31
1.38

1.43

1.33

1.0

1.2

1.4

1.6

1.8

2.0

1993-1997

(平成５～

平成９)年

1998-2002

(平成10～

平成14)年

2003-2007

(平成15～

平成19)年

2008-2012

(平成20～

平成24)年

2013-2017

(平成25～

平成29)年

2018-2022

(平成30～

令和４)年

みよし市 愛知県 全国



第２章 みよし市のこども・若者を取り巻く現状と課題 

 

14 

⑦ 人口動態 

本市の人口動態は、出生数が減少を続ける中で死亡数が増加を続け、自然増が年を追うごとに

減少しています。一方で、大きな転入や転出がありつつも社会増減は概ね横ばいで推移していま

す。結果、総人口は概ね増加で推移していますが、増加幅は小さくなりつつあります。 

 

【図表 8 自然増減】 

 

【図表 9 社会増減】 

 

【図表 10 人口動態】 
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２ 子育て環境の現状 

（１）保育所の整備と待機児童の状況 

① 幼稚園の状況 

本市の幼稚園数は、2023（令和５）年時点で、６園、定員総数は****人、入所園児数は 1,409

人となっています。2018（平成 30）年以降、入所園児数は減少傾向となっています。 

【図表 11 認可保育園の状況】 

 
資料：みよしの統計 学校基本調査（各年５月１日） 

 

② 認可保育園等の状況 

本市の認可保育園数は、2023（令和５）年時点で、12園、定員総数は****人、入所児童数は 1,340

人となっています。2018（平成 30）年以降、入所児童数は増加傾向となっています。 

【図表 12 認可保育園の状況】 

 
資料：みよしの統計 保育課（各年４月１日）  
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③ 待機児童の内訳 

本市の待機児童数は、2016（平成 28）年の 37 人をピークに以降は減少しており、2024（令和

６）年は**人となっています。年齢別でみると、20**（平成**）年を除いて１歳が最も多くなっ

ており、2024（令和６）年は**人となっています。 

【図表 13 保育園入所待機児童数の推移】 

 

資料：保育課（各年４月１日） 
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（２）放課後児童クラブ待機児童の状況 

① 放課後児童クラブの設置数及び登録児童数 

本市の放課後児童クラブの設置数及び登録児童数は、・・・・・ 

【図表 14 放課後児童クラブの設置数及び登録児童数】 

 
資料：みよしの統計 学校教育課（各年４月１日） 

 

② 放課後児童クラブ待機児童数の推移 

本市の放課後児童クラブ待機児童数は、・・・・・ 

【図表 15 放課後児童クラブの待機児童の推移】 
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３ こどもの貧困を取り巻く現状 

（１）要保護世帯の状況 

① 生活保護世帯の推移 

本市の生活保護世帯および生活保護人員は、2015（平成 27）年以降、ともに増加傾向となって

います。 

【図表 16 生活保護世帯の推移】 

 

資料：福祉課（各年３月） 

 

② 就学援助を受けた児童生徒の推移 

本市の就学援助を受けた児童生徒数は、・・・・・ 

【図表 17 就学援助を受けた児童生徒の推移】 
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③ 児童扶養手当受給者数の推移 

本市の児童扶養手当受給者数は、・・・・・ 

【図表 18 児童扶養手当受給者数の推移】 

 

資料： 
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※仮数値です。 
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（２）進学の状況 

① 進学率の推移 

本市の高等学校等進学率は、2015（平成 27）年以降、高低を繰り返し、2023（令和５）年には

99.6％となっています。全国や愛知県と比較すると、高い水準で推移しています。 

一方で、大学等進学率は、2015（平成 27）年以降、高低を繰り返し、2023（令和５）年には 43.6％

となっています。全国や愛知県と比較すると、低い水準で推移しています。 

【図表 19 高等学校等進学率】 

 
資料：学校基本調査（各年３月 31日） 

 

【図表 20 大学等進学率】 

 
資料：学校基本調査（各年３月 31日） 
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【図表 21 生活保護世帯に属するこどもの高等学校等進学率】 

 
資料：厚生労働省社会・援護局保護課調べ 

 

【図表 22 生活保護世帯に属するこどもの大学等進学率】 

 
資料：厚生労働省社会・援護局保護課調べ 
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（３）養育環境 

② 離婚の状況 

本市の離婚件数および離婚率は、2015（平成 27）年以降、増減を繰り返し、2023（令和５）年

時点で、離婚件数は 80件、離婚率は 1.3％となっています。 

【図表 23 離婚件数と離婚率】 

 

資料：国勢調査（各年 10月 1日） 

 
 

（４）就労等の状況 

① 就業状況 

本市の就業者数は、2020（令和２）年時点で 31,417 人となっています。性別の就業率をみる

と、1990（平成２）年以降、男性は 60％前後、女性は 40％前後で推移しています。 

【図表 24 就業者数の推移】 

 

資料：国勢調査（各年 10月 1日） 
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② 女性の年齢別就業率 

本市の女性の年齢別就業率は、45～54 歳で 73.3％と最も高く、全国や愛知県の就業率と同様

の水準となっています。 

【図表 25 女性の年齢別就業率】 

  

資料：国勢調査（令和２年 10月 1日） 

 

③ 完全失業率 

本市の完全失業率は、・・・・・ 

【図表 26 完全失業率】 

 

資料：労働力調査 
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４ こども・若者を取り巻く現状 

（１）困難を抱えるこども・若者の状況 

① 児童虐待相談件数と相談対応件数 

本市の児童虐待相談件数は、・・・・・ 

【図表 27 児童虐待相談件数と相談対応件数】 

 

資料：福祉行政報告例（厚生労働省） 

 

② 不登校児童生徒数の推移 

本市の不登校児童生徒数は、・・・・・ 

【図表 28 児童千人当たりの不登校児童数（小学校）】 
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【図表 29 生徒千人当たりの不登校生徒数（中学校）】 

 

資料：児童生徒の問題行動・不登校等生徒指導上の諸課題に関する調査（文部科学省） 
 

【図表 30 生徒千人当たりの不登校生徒数（国公私立高等学校）】 

 

資料：児童生徒の問題行動・不登校等生徒指導上の諸課題に関する調査（文部科学省） 
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（２）婚姻の状況 

③ 婚姻件数と婚姻率の推移 

本市の婚姻件数と婚姻率は、2015（平成 27）年以降、減少を続け、2023（令和５）年には婚姻

件数 261件、婚姻率 4.1％となっています。 

【図表 31 婚姻件数と婚姻率の推移】 

 
資料：愛知衛生年報（各年１月１日～12月 31日） 

 

④ 初婚年齢の推移 

本市の初婚年齢は、・・・・・ 

【図表 32 平均初婚年齢の推移（男性）】 

 

資料：人口動態調査、愛知県衛生年報 
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【図表 33 平均初婚年齢の推移（女性）】 

 

資料：人口動態調査、愛知県衛生年報 

 

⑤ 生涯未婚率の推移 

本市の生涯未婚率は、2000（平成 12）年以降、男女ともに上昇を続け、2020（令和２）年時点

で、男性が 20.36％、女性が 8.28％となっています。全国や愛知県と比較すると、低い水準で推

移しています。 

【図表 34 生涯未婚率の推移】 

 
資料：国勢調査（各年 10月１日） 
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５ アンケート調査の結果から見える現状と課題 

（１）調査の概要 

① こども・子育て支援ニーズ調査概要 

本計画策定に係る基礎資料として、就学前児童・小学生児童の保護者の方を対象に、教育・保

育サービス及び子育て支援サービスの利用状況や希望などを把握するために、アンケート調査

を実施しました。 

 

■調査の実施概要 

① 就学前児童保護者向け調査 

 調査対象者 市内在住の就学前児童の保護者全員 

 調査票配布数 3,096件 

 

調査期間 

令和６年２月28日～令和６年３月17日 

※０歳児の保護者は、令和６年５月７日～令和６年５月19日に調

査を実施 

 調査方法 郵送により案内文を配布、Ｗｅｂアンケートにより回答 

 回答数 1,075件 

 回答率 34.7％ 

② 小学生児童保護者向け調査 

 調査対象者 市内の小学校に通う小学２年生・５年生児童の保護者全員 

 調査票配布数 1,189件 

 調査期間 令和６年２月28日～令和６年３月17日 

 調査方法 学校を通じて案内文を配布、Ｗｅｂアンケートにより回答 

 回答数 324件 

 回答率 27.2％ 
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② こどもの生活状況調査概要 

本計画策定にあたり、子育て家庭の日ごろの生活や子育ての実態を把握し、こどもの貧困対

策のあり方を考えるとともに、安心して子育てをするために必要な取組を検討することを目的

として、「こどもの生活状況調査」を実施しました。 

 

■調査の実施概要 

① 小学生児童 

 調査対象者 市内の小学校に通う全児童 

 調査票配布数 3,646件 

 調査期間 令和６年２月28日～令和６年３月17日 

 調査方法 学校を通じて案内文を配布、Ｗｅｂアンケートにより回答 

 回答数 861件 

 回答率 23.6％ 

② 中学生生徒 

 調査対象者 市内の中学校に通う全生徒 

 調査票配布数 1,855件 

 調査期間 令和６年２月28日～令和６年３月17日 

 調査方法 学校を通じて案内文を配布、Ｗｅｂアンケートにより回答 

 回答数 1,337件 

 回答率 72.1％ 

③ 小学生児童の保護者 

 調査対象者 市内の小学校に通う児童の保護者 

 調査票配布数 3,646件 

 調査期間 令和６年２月28日～令和６年３月17日 

 調査方法 学校を通じて案内文を配布、Ｗｅｂアンケートにより回答 

 回答数 912件 

 回答率 25.0％ 

④ 中学生生徒の保護者 

 調査対象者 市内の中学校に通う生徒の保護者 

 調査票配布数 1,855件 

 調査期間 令和６年２月28日～令和６年３月17日 

 調査方法 学校を通じて案内文を配布、Ｗｅｂアンケートにより回答 

 回答数 439件 

 回答率 23.7％ 
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③ こども・若者の意識と生活に関する調査概要 

本計画策定にあたり、こどもや若者が抱える不安や悩み、将来に関する考え、市へのニーズな

どを把握し、こどもや若者の生活に関わる取組などの方向性や施策のあり方を検討することを

目的として、「こども・若者の意識と生活に関する調査」を実施しました。 

 

■調査の実施概要 

調査対象者 市内在住の15歳から39歳の市民 

調査票配布数 

5,000件 

※令和６年１月30日現在、市内在住の15歳から39歳の市民の中か

ら無作為に抽出 

調査期間 令和６年３月12日～令和６年３月29日 

調査方法 郵送により案内文を配布、Ｗｅｂアンケートにより回答 

回答数 896件 

回答率 17.9％ 
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（２）子育て環境の現状と課題 

① 待機児童の数 

令和６年２月に実施した「こども・子育てニーズ調査（就学前児童家庭）」で、「平日に、幼

稚園や保育所などのこどもを預かる施設やサービスを利用していない」と回答した人に利用し

ていない理由を尋ねたところ、「利用したいが、幼稚園や保育園などに空きがない」と回答した

人の割合が 13.9％となっています。 

表面化している待機児童の数は減少しつつあるものの、まだまだ潜在的ニーズがあり、注視

していく必要があると考えます。 

 

■幼稚園や保育所などのこどもを預かる施設やサービスを利用していない理由 

 

また、「育児休業取得後に職場に復帰した」と回答した人のうち、「希望より早く復帰した」

と回答した母親の割合が 37.3％、父親の割合が 27.0％となっています。続いて、「希望の時期

に職場復帰しなかった理由」を尋ねたところ、「希望する保育園に入るため」と回答した母親の

割合が 59.7％、父親の割合が 8.2％となっています。希望する園にこどもを入園させるため、

保護者は希望している時期より早く職場復帰をしており、仮に、希望通りに職場復帰をした場

合、現在の待機児童や潜在的ニーズが更に増えることを考慮し、注視していく必要があると考

えます。 

  

41.8 

37.0 

13.9 

6.5 

3.0 

2.8 

1.4 

0.2 

20.3 

0.0 

0% 20% 40% 60%

利用する必要がない（こどもの父母が就労していない・

こどもの教育や発達のためなどの理由）

こどもがまだ小さいため、( )歳くらいになったら

利用しようと考えている

利用したいが、幼稚園や保育園などに空きがない

こどもの祖父母や親戚の人がこどもをみている

利用したいが、経済的な理由で利用できない

利用したいが、サービスの質や場所などで納得できる

幼稚園や保育園などがない

利用したいが、延長・夜間などの時間帯の条件が合わない

近所の人や友人・知人がこどもをみている

その他

無回答

全体(計:433人)



第２章 みよし市のこども・若者を取り巻く現状と課題 

 

32 

■職場復帰の時期 

 
 

■希望より早く復帰した理由 

 

 

② 保護者の就業率 

令和６年２月に実施した「こども・子育てニーズ調査（就学前・小学生児童家庭）」で、「保護

者の現在の就労状況」について尋ねたところ、フルタイムで就労している（「フルタイムで就労し

ており、産休・育休・介護休業中ではない」＋「フルタイムで就労しているが、産休・育休・介

護休業中である」）と回答した就学前児童の母親の割合が 39.0％、父親の割合が 97.1％、小学生

児童の母親の割合が 24.0％、父親の割合が 96.3％となっています。 

両親ともにフルタイムの家庭の割合が最も高く 38.6％、次いで、専業主婦（主夫）の家庭が

32.7％となっています。 

核家族世帯が増加している中で、両親ともにフルタイムの世帯も増えており、子育て当事者の

負担は益々増えていっている状況です。子育て当事者の負担を軽減できるよう、子育て世帯への

訪問相談等、サポート体制拡充の必要があると考えます。 

  

37.3 

27.0 

57.7 

73.0 

5.0 

0.0 

0.0 

0.0 

0% 20% 40% 60% 80% 100%

母親

(計:319人)

父親

(計:226人)

希望より早く復帰した 希望した時期に復帰した 希望より遅く復帰した 無回答

59.7 

2.5 

27.7 

12.6 

19.3 

0.0 

8.2 

1.6 

47.5 

26.2 

32.8 

0.0 

0% 20% 40% 60% 80%

希望する保育園に入るため

配偶者や家族の希望があったため

経済的な理由で早く復帰する必要があった

人事異動や業務の節目の時期に合わせるため

その他

無回答

母親(計:119人)

父親(計:61人)
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■就学前児童保護者の就労状況 

 

■小学生児童保護者の就労状況 

 

■就労環境（現在の家庭類型）の比較 

  

18.2 

93.9 

20.8 

3.2 

22.7 

0.5 

4.6 

0.0 

31.3 

0.3 

1.4 

0.0 

0.4 

1.7 

0.6 

0.6 

0% 20% 40% 60% 80% 100%

母親(計:1,075人)

父親(計:1,075人)

フルタイムで就労しており、産休・育休・介護休業中ではない

フルタイムで就労しているが、産休・育休・介護休業中である

パート・アルバイト等で就労しており、産休・育休・介護休業中ではない

パート・アルバイト等で就労しているが、産休・育休・介護休業中である

以前は就労していたが、現在は就労していない

これまで就労したことがない

父子（母子）家庭等のため該当しない

無回答

23.1 

95.1 

0.9 

0.0 

53.7 

1.2 

0.6 

0.3 

18.5 

0.0 

2.5 

0.0 

0.3 

3.4 

0.3 

0.0 

0% 20% 40% 60% 80% 100%

母親(計:324人)

父親(計:324人)

フルタイムで就労しており、産休・育休・介護休業中ではない

フルタイムで就労しているが、産休・育休・介護休業中である

パート・アルバイト等で就労しており、産休・育休・介護休業中ではない

パート・アルバイト等で就労しているが、産休・育休・介護休業中である

以前は就労していたが、現在は就労していない

これまで就労したことがない

父子（母子）家庭等のため該当しない

無回答

世帯（％）

ひとり親家庭 2 (1.3%) 9 (2.5%) 15 (2.9%) 26 (2.5%)

フルタイム×フルタイム 94 (60.3%) 150 (41.0%) 159 (30.5%) 403 (38.6%)

フルタイム×パート 16 (10.3%) 75 (20.5%) 179 (34.3%) 270 (25.9%)

専業主婦（主夫） 44 (28.2%) 131 (35.8%) 166 (31.8%) 341 (32.7%)

パート×パート 0 (0.0%) 1 (0.3%) 2 (0.4%) 3 (0.3%)

無業×無業 0 (0.0%) 0 (0.0%) 1 (0.2%) 1 (0.1%)

総計 156 (100.0%) 366 (100.0%) 522 (100.0%) 1,044 (100.0%)

０歳 １～２歳 ３～５歳 総計
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③ 母親中心の育児環境 

令和６年２月に実施した「こども・子育てニーズ調査（就学前・小学生児童家庭）」で、「対象

のお子さんの子育てや教育は、主にどなたがおこなっていますか」と尋ねたところ、「父母とも」

におこなっていると回答した人の割合が概ね７割となっています。 

一方で、約３割の家庭では母親中心の子育て状況にあります。 

また、「この１年で、お子さんが病気やけがで幼稚園や保育園などを利用できなかった場合の

対処方法」について尋ねたところ「母親が仕事を休んだ」と回答した人の割合が就学前児童家庭

で 73.1％、小学生児童家庭で 67.5％となっています。 

「育児の中心は母親」という性別による無意識の思い込み（アンコンシャス・バイアス）の醸

成を防ぐことが、固定的性別役割分担意識の解消につながるため、意識啓発等に努める必要があ

ると考えます。 

 

■主に子育て・教育を主に行っている方 

 

 

■病気になったときの対応 

  

69.6 

62.3 

29.6 

36.7 

0.1 

0.3 

0.2 

0.0 

0.0 

0.3 

0.6 

0.3 

0% 20% 40% 60% 80% 100%

就学前児童家庭

(計:1,075人)

小学生児童家庭

(計:324人)

父母とも 主に母親 主に父親 主に祖父母 その他 無回答

73.1 

41.5 

27.6 

18.4 

2.6 

0.4 

0.0 

0.0 

6.0 

0.0 

67.5 

25.0 

26.4 

12.1 

0.4 

8.9 

0.0 

0.0 

5.4 

0.0 

0% 20% 40% 60% 80% 100%

母親が仕事を休んだ

父親が仕事を休んだ

父親または母親のうち働いていない方がこどもをみた

親族・知人にこどもをみてもらった

（同居している場合も含む）

病児・病後児の保育を利用した

仕方なくこどもだけで留守番をさせた

ベビーシッターを利用した

ファミリー・サポート・センターを利用した

その他

無回答

就学前児童家庭(計:532人)

小学生児童家庭(計:280人)
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④ 気軽に相談できる人や場所の有無 

令和６年２月に実施した「こども・子育てニーズ調査（就学前・小学生児童家庭）」で、「お子

さんの子育てや教育について、気軽に相談できる人または場所はありますか」と尋ねたところ

「いない／ない」と回答した人が１割程度となっています。 

日頃から気軽に相談できる人や気軽に相談できる場所への繋ぎの支援が必要であると考えま

す。 

 

■気軽に相談できる人や場所の有無 

 

 

⑤ こどもの面倒を見られないときの対応 

令和６年２月に実施した「こども・子育てニーズ調査（就学前・小学生児童家庭）」で、「保護

者がお子さんの世話ができないときに、お子さんの面倒はどなたにみてもらえますか」と尋ねた

ところ、「いずれもいない」と回答した人が就学前児童家庭では 20.0％、小学生児童家庭では

15.4％となっています。 

一時保育などの公共サービスの周知を図る必要があると考えます。 

 

■こどもの面倒を見られないときの対応 

 

  

88.4 

85.5 

11.1 

14.2 

0.6 

0.3 

0% 20% 40% 60% 80% 100%

就学前児童家庭

(計:1,075人)

小学生児童家庭

(計:324人)

いる／ある いない／ない 無回答

59.3 

20.6 

7.5 

1.7 

20.0 

0.6 

59.0 

21.0 

14.8 

2.2 

15.4 

0.3 

0% 20% 40% 60% 80%

緊急時もしくは用事の際には

祖父母等の親族にみてもらえる

日常的に祖父母等の親族にみてもらえる

緊急時もしくは用事の際には

こどもをみてもらえる友人や知人がいる

日常的にこどもをみてもらえる友人や知人がいる

いずれもいない

無回答

就学前児童家庭(計:1,075人)

小学生児童家庭(計:324人)
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（３）こどもの貧困の現状と課題 

① 困窮家庭の状況 

「相対的貧困」の考え方は経済的困窮のみに着目しているために必ずしも貧困の実態を十分

に捉えられていないと考え、経済的理由により必要な「食料」や「衣服」が購入できなかったり

「公共料金」の支払いができなかったりした世帯を含めて本市独自に「生活困難世帯」を定義し

分析軸に加えました。また、特に困窮世帯が多いと言われている「ひとり親世帯」についても本

市の独自指標として分析軸に加え、生活困窮の状況についてより多面的な把握に努めました。 

令和６年２月に実施した「こどもの生活状況調査（保護者票）」において所得状況をみたとこ

ろ、相対的貧困（所得区分Ⅰ）の割合は 3.1％、ひとり親世帯の相対的貧困の割合は 13.8％と

高い水準になっています。生活困窮世帯の割合は 16.1％、ひとり親世帯の割合は 12.3％となっ

ています。 
 

■所得区分（相対的貧困） 

 

※愛知県の貧困線をベースにし、所得区分Ⅰを相対的貧困家庭と定義しています。 

※世帯収入と生計を共にしている人数を用いて等価可処分所得を算出しています。 
 

■生活困窮世帯 

 

 

■ひとり親世帯 

  

3.1 

1.5 

13.8 

2.3 

1.4 

8.4 

7.7 

6.8 

14.4 

83.0 

87.4 

59.9 

3.8

3.0

3.6

0% 20% 40% 60% 80% 100%

保護者全体

(計:1,356人)

ふたり親世帯

(計:1,149人)

ひとり親世帯

(計:167人)

所得区分Ⅰ 所得区分Ⅱ 所得区分Ⅲ 所得区分Ⅳ 不明

16.1 81.9 2.1 

0% 20% 40% 60% 80% 100%

保護者全体

(計:1,356人)

生活困窮世帯 非生活困窮世帯 不明

12.3 84.7 1.6 1.3 

0% 20% 40% 60% 80% 100%

保護者全体

(計:1,356人)

ひとり親世帯 ふたり親世帯 その他 不明
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② 病院や歯医者の受診状況 

令和６年２月に実施した「こどもの生活状況調査（こども票）」において、「熱がでたり、歯が

いたいとき、どうしているか」と尋ねたところ、所得区分Ⅰ、生活困窮世帯、ひとり親世帯で

「お母さんやお父さんが忙しいから、病院へ行けない」と回答した児童生徒の割合が高くなっ

ています。 

また、「こどもの生活状況調査（大人票）」において、「過去１年間に医療機関でお子さんを受

診させた方が良いと思ったが、実際は受診させなかったことがありましたか」と尋ねたところ、

所得区分Ⅰ、生活困窮世帯、ひとり親世帯で「受診させなかった経験があった」と回答した人の

割合が高くなっています。 

さらに、「医療機関でお子さんを受診させた方が良いと思ったが、実際には受診させなかった

経験があった人」に受診させなかった理由を尋ねたところ、「最初は受診させようと思ったが、

お子さんの様子を見て受診させなくてもよいと判断したため」と回答した人の割合が最も高く、

次いで、「多忙で、医療機関に連れて行く時間がなかったため」と回答した人の割合も高くなっ

ています。 

こどもの健康を守るためにも、子育て世帯への緊急時サポート体制の整備や家庭の経済状況

による健康格差の縮小のための取組が必要であると考えます。 

 

■熱がでたり、歯がいたいときの対処方法（こども） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

60.0 

50.0 

42.9 

54.5 

62.1 

51.9 

59.2 

52.8 

30.0 

33.3 

38.1 

37.7 

21.2 

41.0 

32.7 

38.6 

0.0 

16.7 

9.5 

4.1 

7.6 

4.0 

2.0 

4.7 

10.0 

0.0 

4.8 

1.7 

6.1 

1.2 

4.1 

1.8 

0.0 

0.0 

4.8 

2.0 

3.0 

1.9 

2.0 

2.1 

0.0 

0.0 

0.0 

0.0 

0.0 

0.0 

0.0 

0.0 

0% 20% 40% 60% 80% 100%

所得区分Ⅰ

(計:10人)

所得区分Ⅱ

(計:6人)

所得区分Ⅲ

(計:21人)

所得区分Ⅳ

(計:345人)

生活困窮世帯

(計:66人)

非生活困窮世帯

(計:322人)

ひとり親世帯

(計:49人)

ふたり親世帯

(計:337人)

58.8 

88.9 

91.4 

75.7 

80.3 

75.5 

79.1 

75.7 

35.3 

0.0 

8.6 

18.9 

13.6 

19.3 

17.9 

18.9 

0.0 

0.0 

0.0 

1.8 

0.0 

1.8 

0.0 

1.6 

5.9 

11.1 

0.0 

0.7 

3.0 

0.7 

1.5 

0.9 

0.0 

0.0 

0.0 

2.9 

3.0 

2.7 

1.5 

3.0 

0.0 

0.0 

0.0 

0.0 

0.0 

0.0 

0.0 

0.0 

0% 20% 40% 60% 80% 100%

所得区分Ⅰ

(計:17人)

所得区分Ⅱ

(計:9人)

所得区分Ⅲ

(計:35人)

所得区分Ⅳ

(計:445人)

生活困窮世帯

(計:66人)

非生活困窮世帯

(計:445人)

ひとり親世帯

(計:67人)

ふたり親世帯

(計:440人)

【小学生】 【中学生】 

すぐに病院へいく 病院には行かないけど、買った薬を飲んだり、使ったりする

病院へ行きたくないから、我慢する お母さんやお父さんが忙しいから、病院へ行けない

答えたくない 無回答
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■病院や歯医者を受診させなかった経験（保護者） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

■病院や歯医者を受診させなかった理由（保護者） 

  

0.0 

3.2 

13.7 

0.0 

20.0 

53.7 

4.2 

5.3 

0.0 

1.6 

14.8 

0.0 

16.4 

59.0 

4.9 

3.3 

0.0 

5.9 

11.8 

0.0 

26.5 

44.1 

2.9 

8.8 

0% 20% 40% 60% 80%

公的医療保険に加入しておらず、

医療費の支払いができなかったため

公的医療保険に加入していたが、

医療機関での自己負担金を払うことができなかったため

お子さんが（行くのが）嫌だと言ったため

医療機関までの距離が遠く、

通院することが困難であったため

多忙で、医療機関に連れて行く

時間がなかったため

最初は受診させようと思ったが、お子さんの様子を見て

受診させなくてもよいと判断したため

その他の理由

無回答

保護者全体

(計:95人)

小学生保護者

(計:61人)

中学生保護者

(計:34人)

10.0 

0.0 

10.0 

5.5 

16.9 

4.0 

9.8 

5.7 

90.0 

100.0 

85.0 

94.5 

83.1 

95.7 

90.2 

94.0 

0.0 

0.0 

5.0 

0.0 

0.0 

0.3 

0.0 

0.3 

0% 20% 40% 60% 80% 100%

所得区分Ⅰ

(計:10人)

所得区分Ⅱ

(計:6人)

所得区分Ⅲ

(計:20人)

所得区分Ⅳ

(計:346人)

生活困窮世帯

(計:65人)

非生活困窮世帯

(計:324人)

ひとり親世帯

(計:51人)

ふたり親世帯

(計:336人)

11.8 

0.0 

10.8 

7.4 

13.6 

6.5 

6.5 

7.4 

88.2 

100.0 

86.5 

92.3 

86.4 

93.5 

93.5 

92.1 

0.0 

0.0 

2.7 

0.2 

0.0 

0.0 

0.0 

0.5 

0% 20% 40% 60% 80% 100%

所得区分Ⅰ

(計:17人)

所得区分Ⅱ

(計:9人)

所得区分Ⅲ

(計:37人)

所得区分Ⅳ

(計:418人)

生活困窮世帯

(計:66人)

非生活困窮世帯

(計:418人)

ひとり親世帯

(計:62人)

ふたり親世帯

(計:420人)

【小学生保護者】 【中学生保護者】 

あった なかった 無回答
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③ 大学進学への希望 

令和６年２月に実施した「こどもの生活状況調査（こども票）」において、「あなたは、将来ど

の学校まで行きたいですか」と尋ねたところ、所得区分Ⅰ、生活困窮世帯、ひとり親世帯で「大

学・大学院まで」と回答した人の割合が低くなっています。 

また、「こどもの生活状況調査（保護者票）」において、「お子さんにどの段階までの教育を受

けさせたいですか」と尋ねたところ、所得区分Ⅰ、生活困窮世帯、ひとり親世帯で、大学・大学

院までの教育を「受けさせたい」と回答した人の割合が低く、「経済的に受けさせることは厳し

い」と回答した人の割合が高くなっています。 

こどもの学習機会や学習意欲の向上のためにも、家庭の経済状況による教育格差の是正のた

めの取組が必要と考えます。 

 

■進学先の希望（こども） 

 

 

■進学先の希望（こども） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

0.8 

1.4 

0.4 

15.2 

16.3 

14.6 

14.8 

13.8 

15.4 

52.3 

49.8 

53.8 

0.8 

0.7 

0.8 

13.7 

15.4 

12.7 

2.4 

2.6 

2.3 

0.1 

0.0 

0.0 

0% 20% 40% 60% 80% 100%

小中学生全体

(計:2,210人)

小学生

(計:861人)

中学生

(計:1,337人)

中学校まで 高校まで 短大・専門学校まで 大学・大学院まで その他

わからない 答えたくない 無回答

中学校まで 高校まで 短大・専門学校まで 大学・大学院まで その他

わからない 答えたくない 無回答

0.0 

0.0 

0.0 

0.0 

0.0 

0.0 

0.0 

0.0 

40.0 

50.0 

14.3 

11.0 

19.7 

11.5 

32.7 

9.8 

10.0 

16.7 

23.8 

12.5 

16.7 

11.8 

14.3 

12.5 

30.0 

33.3 

47.6 

63.2 

47.0 

64.0 

40.8 

64.4 

0.0 

0.0 

0.0 

0.6 

0.0 

0.6 

2.0 

0.3 

20.0 

0.0 

14.3 

11.0 

16.7 

10.2 

10.2 

11.6 

0.0 

0.0 

0.0 

1.7 

0.0 

1.9 

0.0 

1.5 

0.0

0.0

0.0

0.0

0.0

0.0

0.0

0.0

0% 20% 40% 60% 80% 100%

所得区分Ⅰ

(計:10人)

所得区分Ⅱ

(計:6人)

所得区分Ⅲ

(計:21人)

所得区分Ⅳ

(計:345人)

生活困窮世帯

(計:66人)

非生活困窮世帯

(計:322人)

ひとり親世帯

(計:49人)

ふたり親世帯

(計:337人)

0.0 

11.1 

2.9 

0.7 

4.5 

0.4 

0.0 

1.1 

17.6 

11.1 

17.1 

15.3 

22.7 

14.6 

7.5 

16.1 

23.5 

11.1 

20.0 

12.4 

27.3 

11.2 

14.9 

13.2 

29.4 

11.1 

37.1 

52.4 

30.3 

52.4 

59.7 

48.9 

0.0 

0.0 

2.9 

0.9 

1.5 

0.9 

0.0 

1.1 

23.5 

44.4 

20.0 

16.4 

12.1 

18.2 

13.4 

17.7 

5.9 

11.1 

0.0 

2.0 

1.5 

2.2 

4.5 

1.8 

0.0

0.0

0.0

0.0

0.0

0.0

0.0

0.0

0% 20% 40% 60% 80% 100%

所得区分Ⅰ

(計:17人)

所得区分Ⅱ

(計:9人)

所得区分Ⅲ

(計:35人)

所得区分Ⅳ

(計:445人)

生活困窮世帯

(計:66人)

非生活困窮世帯

(計:445人)

ひとり親世帯

(計:67人)

ふたり親世帯

(計:440人)

【小学生】 【中学生】 
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■高校までの教育（保護者） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

■短大・専門学校までの教育（保護者） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

70.0 

83.3 

65.0 

83.8 

67.7 

84.3 

78.4 

82.4 

0.0 

0.0 

10.0 

12.7 

16.9 

11.7 

7.8 

13.1 

30.0 

16.7 

25.0 

2.9 

15.4 

3.4 

13.7 

4.2 

0.0 

0.0 

0.0 

0.6 

0.0 

0.6 

0.0 

0.3 

0% 20% 40% 60% 80% 100%

所得区分Ⅰ

(計:10人)

所得区分Ⅱ

(計:6人)

所得区分Ⅲ

(計:20人)

所得区分Ⅳ

(計:346人)

生活困窮世帯

(計:65人)

非生活困窮世帯

(計:324人)

ひとり親世帯

(計:51人)

ふたり親世帯

(計:336人)

76.5 

77.8 

78.4 

84.9 

77.3 

85.4 

83.9 

85.0 

0.0 

0.0 

10.8 

10.8 

7.6 

11.0 

8.1 

10.7 

23.5 

11.1 

8.1 

3.8 

13.6 

3.1 

4.8 

3.8 

0.0 

11.1 

2.7 

0.5 

1.5 

0.5 

3.2 

0.5 

0% 20% 40% 60% 80% 100%

所得区分Ⅰ

(計:17人)

所得区分Ⅱ

(計:9人)

所得区分Ⅲ

(計:37人)

所得区分Ⅳ

(計:418人)

生活困窮世帯

(計:66人)

非生活困窮世帯

(計:418人)

ひとり親世帯

(計:62人)

ふたり親世帯

(計:420人)

受けさせたい 経済的には可能だが必要だとは思わない

経済的に受けさせることは難しい 無回答

80.0 

100.0 

100.0 

98.6 

95.4 

98.8 

96.1 

98.5 

0.0 

0.0 

0.0 

0.3 

0.0 

0.3 

0.0 

0.3 

20.0 

0.0 

0.0 

0.6 

4.6 

0.3 

3.9 

0.6 

0.0 

0.0 

0.0 

0.6 

0.0 

0.6 

0.0 

0.6 

0% 20% 40% 60% 80% 100%

所得区分Ⅰ

(計:10人)

所得区分Ⅱ

(計:6人)

所得区分Ⅲ

(計:20人)

所得区分Ⅳ

(計:346人)

生活困窮世帯

(計:65人)

非生活困窮世帯

(計:324人)

ひとり親世帯

(計:51人)

ふたり親世帯

(計:336人)

94.1 

88.9 

91.9 

100.0 

98.5 

99.5 

100.0 

99.0 

5.9 

0.0 

0.0 

0.0 

0.0 

0.2 

0.0 

0.0 

0.0 

11.1 

5.4 

0.0 

1.5 

0.2 

0.0 

0.7 

0.0 

0.0 

2.7 

0.0 

0.0 

0.0 

0.0 

0.2 

0% 20% 40% 60% 80% 100%

所得区分Ⅰ

(計:17人)

所得区分Ⅱ

(計:9人)

所得区分Ⅲ

(計:37人)

所得区分Ⅳ

(計:418人)

生活困窮世帯

(計:66人)

非生活困窮世帯

(計:418人)

ひとり親世帯

(計:62人)

ふたり親世帯

(計:420人)

【小学生保護者】 【中学生保護者】 

【小学生保護者】 【中学生保護者】 

受けさせたい 経済的には可能だが必要だとは思わない

経済的に受けさせることは難しい 無回答
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■大学・大学院までの教育（保護者） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

50.0 

66.7 

60.0 

83.8 

60.0 

84.6 

70.6 

82.7 

0.0 

0.0 

5.0 

9.0 

10.8 

8.0 

9.8 

8.3 

50.0 

33.3 

35.0 

6.6 

29.2 

6.8 

19.6 

8.6 

0.0 

0.0 

0.0 

0.6 

0.0 

0.6 

0.0 

0.3 

0% 20% 40% 60% 80% 100%

所得区分Ⅰ

(計:10人)

所得区分Ⅱ

(計:6人)

所得区分Ⅲ

(計:20人)

所得区分Ⅳ

(計:346人)

生活困窮世帯

(計:65人)

非生活困窮世帯

(計:324人)

ひとり親世帯

(計:51人)

ふたり親世帯

(計:336人)

58.8 

55.6 

64.9 

83.7 

60.6 

84.4 

72.6 

82.9 

5.9 

0.0 

10.8 

6.9 

4.5 

7.7 

9.7 

6.9 

35.3 

22.2 

21.6 

9.1 

33.3 

7.4 

12.9 

10.0 

0.0 

22.2 

2.7 

0.2 

1.5 

0.5 

4.8 

0.2 

0% 20% 40% 60% 80% 100%

所得区分Ⅰ

(計:17人)

所得区分Ⅱ

(計:9人)

所得区分Ⅲ

(計:37人)

所得区分Ⅳ

(計:418人)

生活困窮世帯

(計:66人)

非生活困窮世帯

(計:418人)

ひとり親世帯

(計:62人)

ふたり親世帯

(計:420人)

【小学生保護者】 【中学生保護者】 

受けさせたい 経済的には可能だが必要だとは思わない

経済的に受けさせることは難しい 無回答
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④ ヤングケアラーの状況 

令和６年２月に実施した「こどもの生活状況調査（こども票）」において、「あなたは、家で週

に１回以上、お手伝いをしているか」と尋ねたところ、お手伝いをしていると回答した児童生徒

の割合が高くなっています。 

ヤングケアラーとは、「家族の介護その他の日常生活上の世話を過度に行っていると認められ

るこども・若者」と定義されており、今後、実態把握に努める必要があると考えます。 

年齢や成長の度合いに見合わない重い責任や負担を負うヤングケアラーについては、早期に

発見し、適切な支援につなげるため、関係機関と連携し、家庭の状況等に応じた必要な支援に取

り組む必要があると考えます。 

 

■家で週１回以上、お手伝いしていること（こども） 

 

 

食
事
の
買
い
物

食
事
づ
く
り

食
後
の
食
器
の

片
づ
け

食
器
洗
い

風
呂
掃
除

ト
イ
レ
掃
除

自
分
の
部
屋
以
外

の
掃
除

き
ょ

う
だ
い
の

世
話

洗
濯
物
を
干
す

洗
濯
物
を
た
た
む

そ
の
他

何
も
し
て
い
な
い

答
え
た
く
な
い

無
回
答

所得区分Ⅰ
(計:17人)

17.6 17.6 52.9 41.2 29.4 11.8 23.5 23.5 5.9 41.2 11.8 5.9 11.8 0.0

所得区分Ⅱ
(計:9人)

33.3 11.1 22.2 0.0 44.4 0.0 22.2 33.3 22.2 0.0 33.3 0.0 11.1 0.0

所得区分Ⅲ
(計:35人)

14.3 28.6 45.7 11.4 31.4 2.9 14.3 28.6 14.3 31.4 2.9 17.1 0.0 0.0

所得区分Ⅳ
(計:445人)

14.2 21.1 52.6 13.7 31.5 4.0 13.0 23.6 15.1 33.7 18.7 10.1 1.3 0.2

生活困窮世帯
(計:66人)

21.2 24.2 68.2 19.7 36.4 7.6 16.7 24.2 19.7 42.4 10.6 1.5 4.5 1.5

非生活困窮世帯
(計:445人)

13.3 20.7 48.5 13.7 31.2 3.6 13.5 24.0 13.9 31.7 18.4 11.9 1.3 0.0

ひとり親世帯
(計:67人)

17.9 17.9 44.8 13.4 32.8 3.0 17.9 22.4 13.4 26.9 10.4 9.0 4.5 0.0

ふたり親世帯
(計:440人)

14.1 21.8 51.8 14.5 31.6 4.3 13.6 25.0 14.5 34.5 18.4 10.9 1.4 0.2

（％）

小
学
生

食
事
の
買
い
物

食
事
づ
く
り

食
後
の
食
器
の

片
づ
け

食
器
洗
い

風
呂
掃
除

ト
イ
レ
掃
除

自
分
の
部
屋
以
外

の
掃
除

き
ょ

う
だ
い
の

世
話

洗
濯
物
を
干
す

洗
濯
物
を
た
た
む

そ
の
他

何
も
し
て
い
な
い

答
え
た
く
な
い

無
回
答

所得区分Ⅰ
(計:10人)

10.0 20.0 30.0 10.0 20.0 20.0 20.0 60.0 20.0 30.0 10.0 10.0 0.0 0.0

所得区分Ⅱ
(計:6人)

16.7 16.7 50.0 0.0 16.7 0.0 16.7 16.7 33.3 16.7 0.0 33.3 0.0 0.0

所得区分Ⅲ
(計:21人)

23.8 33.3 38.1 33.3 42.9 9.5 28.6 9.5 38.1 38.1 9.5 23.8 9.5 0.0

所得区分Ⅳ
(計:345人)

19.1 18.6 53.0 24.9 38.3 3.8 20.6 15.7 27.2 40.3 13.6 11.9 2.6 0.6

生活困窮世帯
(計:66人)

24.2 18.2 56.1 21.2 40.9 3.0 18.2 21.2 24.2 43.9 10.6 12.1 1.5 1.5

非生活困窮世帯
(計:322人)

18.3 19.6 50.3 25.5 36.6 4.7 21.1 15.2 28.0 39.4 13.4 12.7 3.1 0.3

ひとり親世帯
(計:49人)

22.4 16.3 44.9 20.4 26.5 12.2 24.5 24.5 22.4 32.7 12.2 12.2 4.1 0.0

ふたり親世帯
(計:337人)

19.0 20.2 52.5 25.8 40.1 3.3 20.2 15.4 28.8 41.2 12.8 12.8 2.7 0.6

（％）

中
学
生
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18.3 

22.4 

47.0 

23.6 

39.0 

6.0 

19.4 

20.0 

22.4 

37.2 

15.2 

11.4 

2.4 

0.8 

17.2 

23.3 

48.1 

17.4 

34.7 

5.5 

16.7 

25.3 

16.4 

35.7 

17.1 

10.8 

2.4 

0.2 

19.1 

22.1 

46.4 

27.8 

41.9 

6.4 

21.2 

16.6 

26.4 

38.3 

13.9 

11.9 

2.4 

0.7 

0% 20% 40% 60%

食事の買い物

食事づくり

食後の食器の片づけ

食器洗い

風呂掃除

トイレ掃除

自分の部屋以外の掃除

きょうだいの世話

洗濯物を干す

洗濯物をたたむ

その他

何もしていない

答えたくない

無回答

小中学生全体

(計:2,210人)

小学生

(計:861人)

中学生

(計:1,337人)
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ヤングケアラーについて 
 

子ども・若者育成支援推進法は、「家族の介護その他の日常生活上の世話を過度に行っていると認

められる子ども・若者」として、ヤングケアラーを、国・地方公共団体等が各種支援に努めるべき対

象としています。 
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⑤ 支援制度の利用状況 

令和６年２月に実施した「こどもの生活状況調査（大人票）」において、「あなたは、支援制度

を利用したことがありますか」と尋ねたところ、「キ．児童館・放課後児童クラブ等」および「シ．

お子さんの医療費助成」を除き「利用したことがない」と回答した人の割合が高くなっています。

一方で、「制度を知らない」と回答した人の割合は低いものの、２割弱あります。 

支援が必要な人へ適切な支援を届けるためにも、支援制度の普及啓発を図っていく必要があ

ると考えます。 

 

■支援制度の利用状況（保護者） 

 

  

14.5 

1.8 

20.4 

8.3 

2.5 

11.6 

66.4 

1.8 

4.0 

0.0 

1.3 

61.3 

11.4 

0.3 

59.1 

65.4 

55.5 

65.8 

69.4 

66.9 

26.1 

81.3 

64.8 

70.1 

65.5 

24.6 

60.5 

65.4 

14.3 

15.6 

11.5 

11.7 

13.3 

12.3 

5.2 

7.6 

11.1 

27.1 

26.6 

2.9 

15.6 

21.0 

10.9 

16.2 

11.4 

12.8 

13.9 

8.0 

1.5 

8.5 

18.5 

2.1 

5.8 

10.0 

11.2 

12.5 

1.3 

1.0 

1.2 

1.4 

1.0 

1.3 

0.8 

0.9 

1.5 

0.7 

0.8 

1.2 

1.3 

0.7 

0% 20% 40% 60% 80% 100%

ア．専門の相談員やスクール

ソーシャルワーカー等への相談

イ．民生委員（児童委員）

ウ．保育所や幼稚園の利用料の

減額や免除

エ．小中学校の就学援助、高等

学校の授業料援助等

オ．修学資金の貸付、奨学金

カ．公的機関窓口（市町村役

場、福祉事務所、児童相談所

等）での相談

キ．児童館・放課後児童クラブ

等

ク．病気や病後のお子さんの一

時預かり

ケ．住宅を探したり、住宅費を

軽減される援助

コ．生活保護

サ．生活貧困者やひとり親家庭

への就職サポート（就労相談、

職業訓練のための給付金等）

シ．お子さんの医療費助成

ス．児童扶養手当や障害・難病

の特別手当（特別児童扶養手

当）

セ．生活に必要な資金の貸付

（母子父子寡婦福祉資金貸付

金、生活福祉資金貸付金等）

利用したことがある 利用したことがない 必要がない 制度を知らない 無回答

保護者全体（計：1,356 人） 
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（４）こども・若者を取り巻く現状と課題 

① 居場所について 

令和６年２月に実施した「こどもの生活状況調査（こども票）」において、「あなたは、学校の

ある日の放課後、どこにいることが多いですか」と尋ねたところ、「家（「ひとりでいる」＋「お

父さんやお母さん、おじいさん・おばあさんなど大人といる」＋「大人はいないがきょうだいと

いる」）」と回答した児童生徒の割合が高くなっています。次いで、「放課後児童クラブ」や「学

校（部活動、クラブ活動など）」、「児童館、図書館」、「塾、習い事」、「公園やスーパー、ゲーム

センター」となっています。 

また、「こども・若者の意識と生活に関する調査」において、「あなたにとって、居場所とはど

んなところだと思いますか」と尋ねたところ、「落ち着いてくつろげる場所」と回答した人の割

合が高くなっています。 

こどもや若者が自分らしく過ごせるような「居場所づくり」に取り組む必要があると考えます。 

 

■学校のある日の放課後の居場所（こども） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

19.2

38.1

11.4

0.9

1.4

0.7

0.4

0.7

4.0

2.9

1.9

7.4

6.2

1.9

2.6

0.4

6.3

43.4

8.6

1.3

2.4

0.3

0.6

1.6

10.3

0.8

3.7

7.9

7.3

2.6

2.8

0.0

27.7

34.9

13.2

0.6

0.8

0.9

0.2

0.1

0.0

4.3

0.7

7.1

5.5

1.5

2.5

0.0

0% 10% 20% 30% 40% 50%

家（ひとりでいる）

家（お父さんやお母さん、おじいさん・

おばあさんなど大人といる）

家（大人はいないがきょうだいといる）

家（大人はいないが友だちといる）

友だちの家（大人もいる）

友だちの家（大人はいない

おじいさん・おばあさんや親せきの家

放課後こども教室

放課後児童クラブ

学校（部活動、クラブ活動など）

児童館、図書館

塾、習い事

公園やスーパー、ゲームセンター

その他

答えたくない

無回答

小中学生全体

(計:2,210人)

小学生

(計:861人)

中学生

(計:1,337人)
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■あなたにとっての「居場所」とはどんなところですか（若者） 

 

■あなたにとっての「居場所」はどこですか（若者） 

  

23.8 

72.3 

38.6 

46.8 

34.3 

16.6 

6.8 6.7 
3.5 

20.2 

1.6 1.0 0.8 0.2 

0%

20%

40%

60%

80%

自
分
ひ
と
り
で
行
け
て
、

好
き
な
だ
け
い
ら
れ
る
場
所

落
ち
着
い
て
く
つ
ろ
げ
る
場
所

好
き
な
も
の
が
あ
っ
た
り
、

好
き
な
こ
と
が
で
き
る
場
所

周
り
に
気
を
つ
か
わ
な
く
て
い
い
場
所

友
達
や
親
し
い
人
と
の
つ
な
が
り
の

中
で
安
心
し
て
い
ら
れ
る
場
所

自
分
の
こ
と
を
否
定
さ
れ
た
り
、

い
や
な
こ
と
が
起
き
な
い
場
所

人
に
指
図
さ
れ
た
り
、

強
制
さ
れ
た
り
し
な
い
場
所

自
分
の
意
見
や
希
望
を
受
け
入
れ
て

も
ら
え
る
場
所

色
々
な
イ
ベ
ン
ト
が
あ
り
、
自
分
の

好
き
な
も
の
に
参
加
で
き
る
場
所

信
頼
で
き
る
ス
タ
ッ
フ
が
い
る
場
所

色
々
な
人
と
出
会
え
る
場
所

そ
の
他

わ
か
ら
な
い

無
回
答

全体

(計:896人)

65.3 64.3 

8.9 
3.7 2.8 1.0 

7.7 
3.6 

8.6 9.7 11.7 

4.2 
1.7 0.2 

0%

20%

40%

60%

80%

自
分
の
部
屋

家
族
が
集
ま
る
場
所
（
リ
ビ
ン
グ
・

親
族
の
家
な
ど
）

友
達
の
家

学
校
（
教
室
・
図
書
室
な
ど
）

ク
ラ
ブ
活
動
・
部
活
動
の
場
所

塾
や
習
い
ご
と
の
場
所

職
場 地

域
に
あ
る
公
共
施
設
（
図
書
館
・

公
民
館
・
公
園
・
児
童
セ
ン
タ
ー
な
ど
）

お
店
（
ゲ
ー
ム
セ
ン
タ
ー
・
カ
ラ
オ
ケ

ボ
ッ
ク
ス
・
ネ
ッ
ト
カ
フ
ェ
な
ど
）

趣
味
の
集
ま
り
（
団
体
、
サ
ー
ク
ル
な
ど
）

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
空
間
（
Ｓ
Ｎ
Ｓ
・
動
画

サ
イ
ト
・
オ
ン
ラ
イ
ン
ゲ
ー
ム
な
ど
）

そ
の
他

居
場
所
は
な
い

無
回
答

全体

(計:896人)
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② こども食堂について 

令和６年２月に実施した「こどもの生活状況調査（こども票）」において、「あなたは、無料や

安い値段でご飯を食べることができる、地域の「こども食堂」に行ってみたいですか」と尋ねた

ところ、「行ってみたい（「ぜひ行ってみたい」＋「１度は行ってみてもいい」）」と回答した児童

生徒の割合が小中学生全体で 64.2％となっています。 

孤食の解消や食育の推進、地域のこどもや大人が繋がる「地域交流の場」として、こども食堂

の普及支援を図る必要があると考えます。 

 

■こども食堂へ行ってみたいですか（こども） 

 
 

■こども食堂への希望（こども） 

  

19.9 

29.7 

13.7 

44.3 

44.0 

44.7 

23.3 

16.8 

27.7 

9.2 

7.1 

10.5 

2.9 

2.3 

3.3 

0.5 

0.0 

0.0 

0% 20% 40% 60% 80% 100%

小中学生全体

(計:2,210人)

小学生

(計:861人)

中学生

(計:1,337人)

ぜひ行ってみたい １度は行ってみてもいい あまり行きたいとは思わない

行きたくない 答えたくない 無回答

53.6 

51.3 

61.2 

55.0 

59.9 

47.0 

5.4 

1.1 

0.6 

55.7 

53.5 

67.7 

56.9 

54.8 

52.0 

6.0 

0.8 

0.2 

51.9 

49.4 

55.8 

53.5 

64.0 

42.9 

4.9 

1.3 

1.0 

0% 20% 40% 60% 80%

行きたい時間に開いていること

こども食堂の場所が家から近いこと

好きなメニューがあること

スタッフが親切でやさしいこと

料金が安いこと

友達などに会えること

その他

答えたくない

無回答

小中学生全体

(計:1,417人)

小学生

(計:635人)

中学生

(計:781人)
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（５）こどもの意見聴取 

令和６年２月に実施した「こどもの生活状況調査（こども票）」において、「こども政策に関し

て意見を聞いてもらえているか」と尋ねたところ、「そう思う（そう思う＋どちらかといえばそ

う思う）」と回答した児童生徒の割合が 22.9％となっています。 

また、「こども・若者の意識と生活に関する調査」では、「そう思う（そう思う＋どちらかとい

えばそう思う）」と回答した人の割合が 19.9％となっています。 

「こどもまんなか社会」の実現に向け、こども・若者の社会参画や意見表明の機会の充実を

図っていく必要があると考えます。 

 

■こども政策に関して意見を聞いてもらえていると思う 

 

 

 

8.3

4.8

14.6

15.1

10.6

16.9

10.1

19.8

53.0

43.5

3.3 0.0

0.0

0% 20% 40% 60% 80% 100%

小中学生全体

（計:2,210人）

15～39歳

（計:896人）

そう思う どちらかといえばそう思う どちらかといえばそう思わない

そう思わない わからない 答えたくない

無回答
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第３章 計画の基本的な考え方 

１ 計画の基本理念 

 

 

 

 

２ 計画の基本目標 

 

 

 

 

３ 計画の体系 
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第４章 こども施策に関する重要施策 

１ ライフステージを通した重要施策 

（１）こども・若者が権利の主体であることの社会全体での共有等 

 

 

 

（２）多様な遊びや体験、活躍できる機会づくり 

① 遊びや体験活動の推進、生活習慣の形成・定着 

 

② こどもまんなかまちづくり 

 

③ こども・若者が活躍できる機会づくり 

 

④ こども・若者の可能性を拡げていくためのジェンダーギャップの解消 

 

（３）こどもや若者への切れ目のない保健・医療の提供 

 
 
 
 

（４）こどもの貧困対策 

① 教育の支援 

 

② 生活の安定に資するための支援 

 

③ 保護者に対する職業生活の安定と向上に資するための就労の支援 

 

④ 経済的支援 
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（５）障がい児支援・医療的ケア児等への支援 

 
 
 
 

（６）児童虐待防止対策と社会的養護の推進及びヤングケアラーへの支援 

① 児童虐待防止対策の更なる強化 

 
 

② 社会的養護を必要とするこども・若者に対する支援 

 
 

③ ヤングケアラーへの支援 

 
 

（７）こども・若者の自殺対策、犯罪などからこども・若者を守る取組 

① こども・若者の自殺対策 

 
 

② こどもが安全に安心してインターネットを利用できる環境整備 

 
 

③ こども・若者の性犯罪・性暴力対策 

 
 

④ 犯罪被害、事故、災害からこどもを守る環境整備 

 
 

⑤ 非行防止と自立支援 
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２ ライフステージ別の取組 

（１）こどもの誕生前から幼児期まで 

① 妊娠前から妊娠期、出産、幼児期までの切れ目ない保健・医療の確保 

 
 
 

② こどもの誕生前から幼児期までのこどもの成長の保障と遊びの充実 

 
 

（２）学童期・思春期 

① こどもが安心して過ごし学ぶことのできる質の高い公教育の再生等 

 
 

② 居場所づくり 

 
 

③ 小児医療体制、心身の健康等についての情報提供やこころのケアの充実 

 
 

④ 成年年齢を迎える前に必要となる知識に関する情報提供や教育 

 
 

⑤ いじめ防止 

 
 

⑥ 不登校のこどもへの支援 

 
 

⑦ 校則の見直し 

 
 

⑧ 体罰や不適切な指導の防止 

 
 

⑨ 高校中退の予防、高校中退後の支援 
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（３）青年期 

① 高等教育の修学支援、高等教育の充実 

 
 

② 就労支援、雇用と経済的基盤の安定のための取組 

 
 

③ 結婚を希望する方への支援、結婚に伴う新生活への支援 

 
 

④ 悩みや不安を抱える若者やその家族に対する相談体制の充実 
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３ 子育て当事者への支援に関する取組 

（１）子育てや教育に関する経済的負担の軽減 

 
 
 

（２）地域子育て支援、家庭教育支援 

 
 
 

（３）共働き・共育ての推進、男性の家事・子育てへの主体的な参画促進・拡大 

 
 
 

（４）ひとり親家庭への支援 
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４ こども・若者の社会参画・意見反映 

（１）市の政策決定過程へのこども・若者の参画促進 

 
 
 

（２）社会参画や意見反映を支える人材の育成 
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５ こども施策の共通の基盤となる取組 

（１）「こどもまんなか」の実現に向けたＥＢＰＭ 

① こども施策におけるＥＢＰＭの浸透に向けた仕組み・体制の整備 

 
 

② こども施策に関するデータの整備、エビデンスの構築 

 
 

（２）こども・若者、子育て当事者に関わる人材の確保・育成・支援 

 
 
 
 

（３）こども・若者、子育てにやさしい社会づくりのための意識改革 
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６ 計画の推進 

（１）計画の推進体制 

① こども未来会議 

 

 

② こども家庭審議会 

 

 

③ こども政策を担当する内閣府特命担当大臣 

 

 

④ 全ての施策においてこども・若者の視点や権利を主流化するための取組の在り方 

 

 

（２）計画の進捗管理 
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第５章 子ども・子育て支援事業計画 

１ 教育・保育提供区域の設定 

 

 

 

 

２ 将来人口推計 
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３ 量の見込みと確保の内容 

（１）算出の考え方 

① 量の見込みの算出方法 

 

 

② 認定区分 

 

 

量の見込み及び確保の内容について 

教育・保育の量の見込みと確保の内容 
 

① 幼稚園 

 

 

② 保育園 

 

 

地域こども・子育て支援事業の量の見込みと確保の内容 
 

① 時間外保育事業 

 

② 放課後児童健全育成事業 

 

③ 子育て短期支援事業（ショートステイ） 

 

④ 地域子育て支援拠点事業 

 

⑤ 一時預かり事業（幼稚園） 

 

⑥ 一時預かり事業（幼稚園以外） 
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⑦ 病児・病後児保育事業 

 

⑧ 子育て援助活動支援事業（ファミリー・サポート・センター事業） 

 

⑨ 利用者支援事業（母子保健型） 

 

⑩ 妊婦に対する健康診査 

 

⑪ 乳児家庭全戸訪問事業 

 

⑫ 養育支援訪問事業 

 

⑬ 実費徴収に係る補足給付を行う事業 

 

⑭ 多様な事業者の参入促進・能力開発事業 

 

⑮ 子育て世帯訪問支援事業 

 

⑯ 児童育成支援拠点事業 

 

⑰ 親子関係形成支援事業 
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第６章 計画の進行管理 

１ 計画の推進に向けて 


